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■ 論文要旨 ■ 

 

 三井生命では，平成１５年下期から平成１６年６月にかけて大規模なシステムインフ

ラの更改（IP－VPN ネットワーク移行，約１２，０００台の営業用モバイル PC 設置等）

を行った．加えて，昨年度から「コミュニケーションツール」の導入も実施し，コミュ

ニケーション力（ソフト面）についての増強・変革も促そうとしている． 

 しかしながら，コミュニケーションツール（＝ＩＴ）の導入・活用のみによって可能

な「コミュニケーション力の増強・変革」には当然限界がある． 

 ＩＴ（＝システム）は所詮道具（ツール）に過ぎない．システム構築自体を目的化

することなく，常に本質的なものを見失わないシステム構築が肝要となる． 

 既存のシステムを含めた「コミュニケーション力 Ｎｏ．１」を支えるシステム活用

および「企業風土・文化の改革」を合わせて進めながら，「お客様に満足していただけ

るコミュニケーション力 Ｎｏ．１企業」を目指していきたい． 
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１．はじめに 
 当社では，２００３年度から２００７年度の経営計画「Ｖａｌｕｅ Ｕｐ ３１」の中で

目指すべき姿として「コミュニケーション力 Ｎｏ．１」を標榜している． 

 「コミュニケーション力」を向上させることにより，お客様との信頼関係をより強固な

ものとし，高いお客様満足度を実現することを目的としているが，その前提となるのは，

「社内コミュニケーション力の変革・強化」である．平成１５年度下期より，当社では国

内生保初の営業組織の二層化を行っており，その組織をお客様サービスに も有効に機能

させる上でも，「社内コミュニケーション力の増強」は大きなテーマとなっている． 

 近年の情報技術（＝ＩＴ）の進化により，世の中には様々な「コミュニケーションツー

ル」が登場している． 

 本論文は，当社の「社内コミュニケーション力」増強のため「コミュニケーションツー

ル」をいかに活用しようとしているかの事例紹介である． 

 

２．コミュニケーションの整理 
 ２．１ なぜ「コミュニケーション」が重要なのか？  

我々が通常行う仕事は大きく 

＊ 自分一人でやる仕事 

＊ 他人と共同でやる仕事 

の２つに大別される．後者の『他人と共同でやる仕事』については，まさにお互いを理解

し合うこと（＝コミュニケーション）が非常に重要となってくる．仮に前者と後者の割合

が４対６で，コミュニケーションがうまくできないとすれば，仕事の約６割がうまく行か

ないこととなり得る．後者の割合は，上席者（役職者）になればなるほど高くなると言わ

れており，上席者（役職者）はコミュニケーション力の高さが仕事の出来・不出来を左右

すると言っても過言ではないだろう． 

 

 ２．２ コミュニケーション手段と特性  

 ２．２．１ 対面コミュニケーション  

 コミュニケーション手段の中でも，『対面コミュニケーション』に勝るコミュニケーシ

ョンはないであろう． 

 『対面コミュニケーション』では，相手の表情・声・身振り手振りといった五感に働き

かけるコミュニケーションが可能となる．そこでは，他のコミュニケーション手段では伝

達し難い『微妙なニュアンス』といったものも伝達が可能となる．そのため，『対面コミュ

ニケーション』はお互いの理解を深め合うのに も有効な手段と言える． 

 しかしながら，『対面コミュニケーション』の課題は，コミュニケーションを行う相手と

「時間・場所を完全に共有しなければならない」ということである．そのため，遠隔地に

いる相手やスケジュールが合わない相手とはなかなかコミュニケーションがとれなくなる

という状況に陥ってしまう． 
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 ２．２．３ 非対面コミュニケーション  

(1) 電話 

 １８７６年，グラハム・ベルにより電話機が発明された．この発明により人類は『対

面コミュニケーション』以外の大きなコミュニケーション手段を得た．音声のみで成立

するコミュニケーション手段の登場により，『場所』というコミュニケーション成立の阻

害要因が取り除かれ，ライフスタイルも大きく変わることとなった．しかしながら，こ

のコミュニケーション手段の課題は，相手の表情や身振り手振りといったものが見えな

い，お互いが不在や話中の場合は折り返し折り返しを繰り返さなければならないといっ

たことである． 

 １９８５年に携帯電話（ショルダーフォン）が登場し，その後小型軽量化・料金の引

下げ等の進展により固定電話を凌ぐ拡大が続いている． 

 周知の通り，携帯電話の登場により固定電話の時代から我々のライフスタイルは更に

大きく変化を続けている． 

(2) ＦＡＸ 

 １９７３年，日本にＦＡＸが登場した．ＦＡＸの登場により，電話の制約であった「相

手の在・不在によるコミュニケーション成立要件」が解消された．しかしながら，ＦＡ

Ｘは活字のみのコミュニケーション手段であり，表情や声，微妙なニュアンスといった

ものの伝達ができないといった課題がある． 

(3) ビデオ 

 １９７５年にソニーからベータマックス規格初のビデオデッキが発売され，翌１９７

６年に日本ビクターからＶＨＳ規格初のビデオデッキが発売された．以降，ビデオは急

速に世の中に普及した．ビデオは映像・音声等の情報を伝達できる有力なコミュニケー

ション手段の一つではあるが，「リアルタイムには情報を伝達できない」，「片方向のみ

の情報伝達となる」といった課題がある． 

(4) 電子メール 

 １９６０年代初頭，世界で 初の電子メールプログラムが開発された．以降，コンピ

ュータの発達と共に電子メールは進化し，現在の主要なコミュニケーション手段の一つ

となった． 

 電子メールでやり取りする情報は，活字情報が主となるが，現在では，パソコンだけ

でなく携帯電話からも電子メールが可能となっており，更に活字情報だけでなく写真や

動画を添付して情報を双方向にやり取りすることも可能となっている． 

 電子メールの登場によって，お互いの在・不在や相手との距離に拘わらず，時間や場

所を超えたコミュニケーションが実現されるようになった．しかしながら，活字だけの

電子メールでは，相手の表情や微妙なニュアンスといったものまでを伝達することは困

難で，場合によっては正確な情報が伝達されず，トラブルを引き起こすといったことが

課題として挙げられる． 

(5) 電子掲示板／チャット 

 １９９０年代，インターネットの普及に伴い，電子掲示板／チャットといった新たな

コミュニケーション手段が登場した．電子掲示板は，情報を電子的に広く伝達・蓄積す

る手段として活用され，チャットは，電子メールにリアルタイム性・複数同時性を備え

た手段として活用が進んでいる．いずれも活字情報のやり取りが主体となることから，
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電子メールと同様な課題が挙げられる． 

(6) ＴＶ会議システム 

 １９９０年代から様々な企業でＴＶ会議システムが本格的に活用され始めた．ＴＶ会

議システムの登場により，相手の表情や声を映像情報・音声情報としてリアルタイムに

かつ双方向に伝達可能となった．出張等の代替手段として，本格的に活用している企業

も多数でてきている．伝達できる情報量の面で，対面コミュニケーションには劣るもの

の，交通費や移動の人件費といったコスト削減手段としても活用されているコミュニケ

ーション手段である． 

 

 ＩＴの発達により，上記のように非対面コミュニケーションを実現するためのツールは

年々進化している．今後は，限りなく対面コミュニケーションに近いくらいの情報量（例

えばその場の雰囲気や香りといった情報）をやり取りできる時代がやって来るかもしれな

い． 

 

 ２．３ 会議とコミュニケーション  

 我々が行っている業務の６割以上が『コミュニケーション業務』とも言われている． 

 代表的な『コミュニケーション業務』は『会議』であり，ホワイトカラーの業務におけ

る『会議』の割合はおよそ４割といった調査結果もある． 

 ホワイトカラーの生産性を向上させるためには，『会議』は生産性を問われなければな

らない． 

 仮に福利厚生費等を含めた課長層の人件費が年１，０００万円として，１０人で２時間

の会議を行ったとすると，その「会議の概算人件費コスト」は，約５０万円となる．毎週

１回，そのような会議が行われるとすると，それだけで年間の「会議の概算人件費コスト」

は約２，４００万円にも達する．これだけの費用がかかることを勘案すると，『会議』（＝

「ビジネスの代表的なコミュニケーション業務」）は創造性の高い，収益の源泉となるべ

きものである． 

 これまで特に課題認識せず，特別な対応が図られて来なかった『会議』（＝コミュニケー

ション業務）に焦点が当たり始めたことにより， 近では，「会議が変われば会社が変わ

る」といった書籍も世の中に登場している． 

 そこで当社では，「社内コミュケーション業務の代表」である『会議』についてもＩＴ

による変革・増強の可能な部分がないのか，ＩＴツール導入によって検証していくことと

した． 
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３．コミュニケーションツールの選定・導入 
 ３．１ コミュニケーションツールの選定方針  

 ２．にて整理したように，「コミュケーション」は社内外の業務において非常に重要な

位置を占める．「コミュニケーション力」を高めていくため，以下の観点でツール選定を

行った． 

① 時間や場所といった制約事項を超えてコミュニケーションが可能となること 

② 業務における重要なコミュニケーションである『会議』のスタイルを変化させること 

③ ＩＴに不慣れな人も簡単に活用できること 

④ 費用対効果の高いツールであること 

 上記４つの観点で検討を行い， 

＊パソコン会議システム 

＊電話会議システム 

＊携帯電話ノーツメールシステム 

の３つのツールを導入し，その効果を検証することとなった． 

 

 ３．２ パソコン会議システム  

 ３．２．１  パソコン会議システムの選定  

 現在世の中では様々なパソコン会議システムが販売されているが，当社は以下の方針で

プロダクト選定を行った． 

① ネットワーク，サーバーといったシステム基盤に負荷がかからないこと 

特に当社ネットワークは更改の過渡期にあり， も細い回線は６４bps を使用してい

ることから，ネットワーク負荷の少ないプロダクトを採用する． 

② ユーザーインターフェース（操作性）が優れていること 

導入対象をマネージメント層とするため，複雑なオペレーションを必要としないプロ

ダクトを選定することとした． 

③ 計画から実施までを極力短縮でき，低コストであること 

大きなシステム作業等を必要とせず，手軽に導入可能で低コストなプロダクトを選定

対象とした． 

 終的なプロダクト候補としては，ＩＢＭ社（旧ロータス社）の「SameTime」と富士通

社の「JoinMeeting」に絞って検討を行った．当社は全社的なグループウェアソフトとして

ＩＢＭ社（旧ロータス社）の「Lotus Notes」を採用しているため，「SameTime」について

は，「Lotus Notes」との親和性に注目した．しかしながら，上記①～③の方針で比較した

結果，ASP 方式により安価で容易に構築可能な「JoinMeeting」を採用することとした． 
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 ３．２．２ パソコン会議システム（JoinMeeting）システム構成  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１．JoinMeeting システム構成図 

 

 

 ■ JoinMeetingサービス 

＊サービス形態 

ＡＳＰ(Application Service Provider)型サービス 

・業務システムを自社には持たずに，インターネットなどのネットワークを経由し

てアプリケーションや環境のみを利用するサービス 

＊利用料金  

同時利用者数に応じた月額課金（10,000円/1ユーザーID) 

＊クライアントソフト 

月額ランニングコストのみで導入可能 

＊接続形態 

HTTPS通信により暗号化  

＊現在の当社ユーザー数 

本社部門［社長，営業担当役員，営業関係部門長（２名），営業推進グループ 

     マネージャー，営業推進グループ担当者］ 

顧客接点［エリア本部長（１２名）］                          計１８名 

＊システム導入決定から本稼働までの期間 

 約１ヶ月［本稼働日：平成１５年１１月１０日（月）］ 

 

 

三井生命 
本社 

ラ イ セ ン ス

サーバ 

富士通ｲﾝﾀｰﾈｯﾄﾃﾞｰﾀｾﾝﾀｰ

JoinMeeting 
Web会議システム

録画データ

Meeting 
Controller 

三井生命エリア本部 ※

②

③ 

③契約情報照会①会議の予約と 
  参加者の指定 

②参加者全員 
  に会議開催 
  のe-mail送付 

③開催日時にe-mail中
のURLをクリックして会

議室に接続 
※全国を１２のエリアに
  分割して営業を展開 
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 ３．２．３  パソコン会議システム（JoinMeeting）の機能と特長  

パソコン会議システム（JoinMeeting）の主な機能・特長は以下の通りである． 
○コミュニケ－ション機能 

 ＊ビデオ映像：発言者や質問者に合わせて自動的に画面切り替えが可能 
 ＊テキストチャット：会話中にテキストチャットで情報補足などが可能 
○コラボレーション機能 

＊インタラクティブボード：参加者全員で同一資料を共有．文字や図形の書き込みが

可能 
＊共有ブラウザ：参加者全員の画面を同じWebサイトにナビゲーション・録画機能 

○スケジューリング機能 
 ＊日時と人数を指定し，サーバへの接続数をあらかじめ予約可能． 

 ＊招待メール：本文のリンクをクリックするだけで会議参加可能 

 

 【主な特長】 

       ＊参加者を画像で確認できる（各自，切り替え方式）… ユーザー画面イメージ① 

       ＊チャット（書き込み）が可能 … ユーザー画面イメージ② 

       ＊同時に４名まで発話可能（司会による切り替え方式） 

       ＊様々な資料を共有可能（Excel,Word,PowerPoint等）… ユーザー画面イメージ⑤ 

       ＊会議内容を録画・再生できる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．JoinMeeting ユーザー画面イメージ 
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 ３．３ 電話会議システム  

 ３．３．１ 電話会議システムの選定  

 電話会議システムについても現在世の中では様々な製品が販売されているが，当社では

以下の方針でプロダクト選定を行った． 

① 既存の電話回線等の自社インフラを十分活用できること 

新規で電話回線を敷設したり，電話交換機の変更等をしたりする必要がないプロダク

トを選定することとした． 

② ユーザーインターフェース（操作性）が優れていること 

ユーザーが手軽に活用できるよう複雑なオペレーションを必要としないプロダクトを

選定することとした． 

③ 計画から実施までを極力短縮でき，低コストであること 

大きなシステム作業等を必要とせず，手軽に導入可能で低コストなプロダクトを選定

対象とした． 

終的なプロダクト候補としては，ＮＴＴ東日本社の「電話会議装置 ＥＣ－１３」とＮ

ＴＴマーケティング アクト社の「コーラスライン」に絞って検討を行った．「電話会議装

置 ＥＣ－１３」については相応の機器導入費用と交換機の対応も必要であったことから，

上記①～③の方針で比較した結果 ASP 方式の「コーラスライン」を採用することとした． 

 

 ３．３．２ 電話会議システム（コーラスライン）システム構成  

音声会議サービス（コーラスライン）は，以下のような仕組みとなっている． 

 

 

図３．コーラスライン概念図 
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 ○会議センター     ： 複数の人との同時通話を実現する会議装置が設置されていると

ころ．（札幌・東京・金沢・名古屋・大阪・福岡に所在） 

 なお，使用する会議センターは組織の所在地により決められて

いる． 

 ○サービスセンター ： 予約の受付および会議センターを遠隔で操作し，会議を運用す

るオペレーターがいるところ．（金沢に所在） 

 ○会議予約装置     ： ２４時間会議予約が可能な装置． 

 （東京会議センターの会議装置のみ利用可） 

 ○現在の当社ユーザー数 

本社部門（社長含む役員，営業部門管理者等が使用：６ユーザーＩＤ）， 

顧客接点［エリア本部長（１２ユーザーＩＤ），ブロック長（９０ユーザーＩＤ）］ 

                                                   計１０８ユーザーＩＤ 

 ○システム導入決定から本稼働までの期間 

約３週間［本稼働日：平成１５年１０月１４日（火）］ 

 

 

 ３．３．３ 電話会議システム（コーラスライン）の機能と特長  

電話会議システム（コーラスライン）の主な機能・特長は以下の通りである． 
○パスコードエントリータイプの機能 

＊オペレーターに電話（あるいはＦＡＸ）をして，会議予約を行う． 
予約が完了すると，パスコードがＦＡＸにて送信されてくる． 
会議が始まる時間に参加者が各自会議センターへ電話をかけ，プッシュ信号により

パスコードを入力して会議に参加する． 
○クイックリザーブタイブの機能 

  ＊２４時間電話にて会議予約可能． 

１分後からの会議も開催可能．会議が始まる時間に参加者が各自会議センターへ電

話をかけ，プッシュ信号によりあらかじめ決められたパスコードを入力して会議に

参加する． 
 

 【主な特長】 

  ＊通常の固定電話だけでなく，携帯電話や公衆電話からでも参加可能． 

  ＊特殊な機器設備は不要． 

  ＊初期コストはゼロで，使用した時間分だけ支払う時間制課金方式． 

  ＊別途オプションサービスで会議の録音等も可能． 
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 ３．４ 携帯電話ノーツメールシステム  

 ３．４．１ 携帯電話ノーツメールシステムの選定  

 携帯電話は多くの人が肌身離さず持ち歩いている も身近なＩＴツールであり，そのツ

ールを有効に活用していくことが今後ビジネス上の大きなキーになると考える．前述の通

り，当社は全社的なグループウェアソフトとして「Lotus Notes」を採用しており，まずは

そのノーツメールを戸外で活用するためのシステムを導入し，リアルタイムコミュニケー

ション機会の拡大を目指すこととした． 

 尚，プロダクト選定については以下のような方針で行った． 

① 既存のノーツサーバー等のシステム基盤の大幅な変更を伴わず，強固なセキュリティ

を確保できること 

 既存のノーツサーバー等のシステム基盤は極力そのまま使用し，モバイル時に懸念さ

れるセキュリティを強固に確保できること． 

② すべての携帯電話ベンダーに対応できること（マルチベンダー対応） 

 ユーザーはＮＴＴドコモ，ａｕ，Ｖｏｄａｆｏｎｅ等様々なベンダーの携帯電話を使

用しているため，原則すべての携帯電話ベンダーに対応できることが必要とされた． 

③ ユーザーインターフェース（操作性）が優れていること 

 営業現場を含めた社内ユーザーに展開するため，複雑なオペレーションを必要としな

いプロダクトを選定することとした． 

④ 計画から実施までを極力短縮でき，低コストであること 

 大きなシステム作業等を必要とせず，手軽に導入可能で低コストなプロダクトを選定

対象とした． 

 

 終的なプロダクト候補としては，いいじゃんネット社の「カチャットサーバー」と住

友重機工業社の「sMobile」に絞って検討を行った．「sMobile」は全社的に展開している

「Lotus Notes」との親和性は高いが，②の「ユーザーの操作性」（初期設定方法含む）の

観点で直感的操作をし難い部分が目立った．上記①～④の方針で比較検討した結果，いい

じゃんネット社の「カチャットサーバー」を採用することとした． 
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 ３．４．２ 携帯電話ノーツメールシステム（カチャットサーバー）システム構成  

 携帯電話ノーツメールシステム（カチャットサーバー）は，以下のような仕組みとな

っている． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 ○現在の当社ユーザー数 

本社部門：９０名 

顧客接点（エリア本部，業務室，営業部，営業室，ＣＳ室等）：１５８名 

                                                       計２４８名 

 ○システム導入決定から本稼働までの期間 

約３ヶ月［本稼働日：平成１５年１１月２５日（火）］ 

 

 

図４．カチャットサーバーシステム構成 
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 ３．４．３ 携帯電話ノーツメールシステム（カチャットサーバー）の機能と特長  

 携帯電話ノーツメールシステム（カチャットサーバー）の主な機能・特長は以下の通り

である． 
 ○受信メール閲覧機能 
  ＊ 新メール１０件を先頭に，順次メールの表示・閲覧が可能． 
 ○メール返信機能 
  ＊受信したメールに対して三井生命ドメイン名でのメール返信が可能． 

 ○メール転送機能 

  ＊受信したメールを三井生命ドメイン名にて転送可能． 
 ○メール削除機能 

＊受信したメールを削除可能．ただし，元のノーツメールサーバー上のメールは削除

されないので，仮に誤って削除しても通常のノーツ画面から閲覧可能． 
 ○メール検索機能 
  ＊件名やメール本文キーワード等でのメール検索が可能． 
 

 【主な特長】 

＊ほぼ全ての携帯電話ベンダーに対応可能．（ａｕの一部，ツーカーは未対応） 

＊社内のグループウェアのセキュリティを維持しながら，短期間にシステム構築が可

能． 

＊操作性に優れており，携帯電話メールを操作できるレベルのユーザーであれば誰で

も容易に操作可能． 

＊比較的低コストなシステム構築が可能． 

 

４．コミュニケーションツールの活用状況・効果 
 ４．１ パソコン会議システム（ＪｏｉｎＭｅｅｔｉｎｇ） 

 ４．１．１ 活用状況  

活用状況については，以下の通り． 

 ＊エリア本部長会議：平成１５年１１月 … １回，１２月 … ２回， 

           平成１６年１月 … １回，２月 … １回 

 ＊社長とエリア本部長との意見交換：平成１５年１１月 … ４回 

 

 ４．１．２ 活用アンケート集計結果  

 使用者に対して，アンケートを実施した． 

 アンケート集計サマリーは以下の通り． 

 ＊「パソコン会議」を使用した感想 

便利である ７６．９％

どちらとも言えない １５．４％

あまり便利ではない ７．７％
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 ＊導入によるコミュニケーション密度の増減（可能性含む） 

増した（増す）と思う ５３．８％

変わらない ３８．５％

増した（増す）と思わない   ７．７％

 ＊コスト（移動人件費・交通費）削減（可能性含む） 

できた（できる）と思う １００．０％

 ＊「パソコン会議」活用促進の可否 

もっと活用した方がよい ７６．９％

特に思わない ２３．１％

 ＊その他の主な意見 

  ・慣れれば有効な手段となる． 

 

 ４．１．３ 費用対効果  

＊「パソコン会議」（JoinMeeting）の導入によって，会議に必要な交通費を約２４％削

減することができた．また，移動に要する人件費も削減できており，費用対効果を上

げていると言える． 

 

 ４．２ 電話会議システム（コーラスライン） 

 ４．２．１ 活用状況  

＊営業推進Ｇとの意見交換：平成１５年１０月 … ６回 

＊エリア本部内ブロック長会議：平成１５年１０月 … ４回，１１月 … ３回， 

               １２月 … ２回， 

               平成１６年１月 … ２回，２月 … ２回 

 

 ４．２．２ 活用アンケート集計結果  

 使用者に対して，アンケートを実施した． 

 アンケート集計サマリーは以下の通り． 

 ＊「電話会議」を使用した感想 

非常に便利である ３．１％

便利である ２８．９％

どちらとも言えない ３０．９％

一度も使用していない ２６．８％

あまり便利ではない １０．３％

 ＊導入によるコミュニケーション密度の増減（可能性含む） 

増した（増す）と思う ３１．０％

増した（増す）と思わない ３９．４％

変わらない ２９．６％

 ＊コスト（移動人件費・交通費）削減（可能性含む） 

できた（できる）と思う ８０．３％

できた（できる）と思わない １２．７％

これまでと変わらない ７．０％
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 ＊「電話会議」活用促進の可否 

もっと活用した方がよい ５６．３％

特に思わない ４０．８％

無回答 ２．９％

 ＊利用者拡大の是非 

拡大した方がよい ７５．０％

特に思わない ２０．０％

無回答 ５．０％

 ＊その他の主な意見 

  ・会議運営方法を工夫すれば有効な手段となる． 

  ・コスト削減効果は大きい． 

 

 ４．２．３ 費用対効果  

＊「電話会議」（コーラスライン）の導入によって，会議に必要な交通費を約８０％削

減することができた．また，移動に要する人件費も削減できており，費用対効果を上

げていると言える． 

 

 ４．３ 携帯電話ノーツメール活用システム（カチャットサーバー） 

 ４．３．１ 活用状況  

 ＊全体使用回数 

 (H15)11 月 12 月 (H16)1 月 2 月 

使用者数（名） １５３ ２２８ １７１ １７１

全体使用回数（回） ２，４１９ ９，４０４ ６，３４８ ６，２５４

一人当り平均使用回数（回／日） ２．６４ １．３３ １．２０ １．２６

 ※１１月については，１１／２５（火）からの使用回数 

 

 ４．３．２ 活用アンケート集計結果  

 使用者に対して，アンケートを実施した． 

 アンケート集計サマリーは以下の通り． 

 ＊登録者の「携帯電話ノーツメールシステム」使用・未使用 

使用している ８０．８％

使用していない １９．２％

 ＊時間の有効活用 

非常に有効に活用できるようになった ６．５％

有効に活用できるようになった ４４．８％

これまでと変わらない １８．１％

あまり有効に活用できない ３０．６％
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 ＊至急メール（顧客からのメール等）の処理 

迅速に処理できるようになった １６．８％

少し迅速に処理できるようになった ４５．７％

これまでと変わらない ３６．６％

無回答 ０．９％

 ＊主な使用機会 

  ・外出先（待ち時間・移動時間・有余時間），休日，終業後， 

   その他（研修・出張等の外出時） 

 ＊営業（業務）に有効か 

有効である ７１．５％

どちらとも言えない ２６．３％

有効でない ２．２％

 ＊その他主な意見・要望 

・時間が有効活用できるようになった．出張時・緊急時・休暇時等でもメールへの迅

速な対応に有効，仕事の組立て・段取りが効率化した． 

 

 ４．３．３ 費用対効果  

＊月額固定費用については会社の負担としているが，月々の通信費用は個人負担として

いる．明確なコスト削減よりもむしろコミュニケーション機会の増大という増力効果

の方が大きいため，費用対効果を明示するのは難しい．しかしながら，至急メール（顧

客からのメール等）の処理にも十分効果を発揮しており，現時点では十分費用対効果

を上げていると思われる． 

 

５．導入したコミュニケーションツールの今後の対応 

 ５．１ パソコン会議システム（ＪｏｉｎＭｅｅｔｉｎｇ） 

＊マネージメント層のコミュニケーション密度を上げることが可能であり，更にコスト

削減にも寄与することから，引き続き活用を促進していく． 

＊現在行っている会議以外の使用用途についても要請に応じて費用対効果を見極めな

がら拡大を検討する． 

 

 ５．２ 電話会議システム（コーラスライン） 

＊大都市圏以外では，コスト削減に大きく寄与できるため，今後も活用を促進する． 

＊使用者の７５％が利用者拡大を希望しており，今後必要に応じた利用者拡大を検討す

る． 

 

 ５．３ 携帯電話ノーツメールシステム（カチャットサーバー）   

＊使用者の５１．３％が時間の有効活用ができるようになった，６２．５％が至急メー

ル（顧客からのメール等）を迅速に処理できるようになった，７１．５％が営業（業

務）に有効と回答していることから，今後も活用を促進していく． 

＊今後必要に応じて利用者拡大を実施する予定． 
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６．おわりに 
 上記で述べてきたような「コミュニケーションツール」の導入・活用により，当社のコ

ミュニケーション業務は少しずつ変化していこうとしている． 

 しかしながら，コミュニケーションツール（＝ＩＴ）の導入・活用のみによって可能な

「コミュニケーション力の増強・変革」には当然限界がある． 

 残念ながら，「コミュニケーションツール」の活用度合いには「ＩＴリテラシーの個人

差」が影響している部分も大きい． 

 今後の「コミュニケーションツール」活用推進においては，「ＩＴリテラシーの個人差」

を踏まえた対応も図っていきたい． 

 「コミュニケーション」の本質は「お互いを理解し合うこと」であり，その「本質的な

部分」が合わせて解決されなければ，本当の意味での「コミュニケーション力向上」は儘

ならない． 

 「企業の本質的なもの」の基盤となっているのは，「企業風土・文化」といったもので

ある． 

 従って，本当の意味での「コミュニケーション力の変革」とはすなわち「企業風土・文

化の改革」といった大きな課題に繋がってくる．（風土改革への取組み事例については［補

足資料］参照） 

 ＩＴ（＝システム）は所詮道具（ツール）に過ぎない．システム構築自体を目的化する

ことなく，常に本質的なものを見失わないシステム構築が肝要となる． 

 今後は，導入した「コミュニケーションツール」を十分に活用しつつ，本質的な部分の

課題解決についても注力していくこととしたい． 

 そして，既存のシステムを含めた「コミュニケーション力 Ｎｏ．１」を支えるシステ

ム活用および「企業風土・文化の改革」を合わせて進めながら，「お客様に満足していた

だけるコミュニケーション力 Ｎｏ．１企業」を目指していきたい． 

 

以上 
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［補足資料］風土改革への取組み事例 

 社内の風土改革への取組み事例としては以下のようなものがある． 

（１）意思決定の迅速化／責任の所在の明確化（２０００年１月～） 

＊決裁規程の見直し 

＊電子決裁システムの導入／活用 

（２）グループウェア「Lotus Notes」を活用した「トップと従業員のコミュニケーション

の場」を設定・活用（２００１年７月～） 

＊「社長からのメッセージ」配信の場を設定／活用 

＊「社長への提言」の場を設定／活用 

（３）人事基本情報のオープン化（２００３年９月～） 

＊コミュニケーション向上を企図した人事基本情報のオープン化についてシステム

を活用して実現 

（４）『会議改革』をトリガーとした改革への取組み（２００３年９月～） 

＊コミュニケーションの整理 

＊コミュニケーションツールの導入／活用／評価 

＊会議の分類 

＊会議ルールの設定 

＊仕事（会議）・コミュニケーションに関する従業員アンケート調査 

＊会議室予約システムにおける概算人件費の表示 

＊ファシリテーター活用試行，導入検討  等 


